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夏の夜のたのしいひととき
長
浜
夏
ま
つ
り

八
月
一
目
、
本
町
と
町
民
の
広
場
を
中

心
に
「
長
浜
夏
ま
つ
り
」
が
盛
り
だ
く
さ

ん
な
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
通
り
で
は
、
二
十
団
体
約
八
百
人

に
よ
る
長
浜
音
頭
踊
り
大
会
で
始
ま
り

町
民
の
広
場
で
は
、
長
浜
大
橋
の
イ
ル

ネ

l
シ
ョ
ン
、
砂
浜
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、

野
外
ア
ニ
メ
、
迷
路
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な

ど
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
各
種
団
体
に
よ
る

い
ろ
い
ろ
な
屋
台
が
並
び
、
子
供
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
夏
の
夜
の
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。
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第 2固定例会一一一一一

輔

生

漁

港

修
築
工
事
ほ
か

一
融
会
計
補
正
予
算

平
成
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

五
億
一
千
十
万
四
千
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
、
五
十
七
億
八
千
八
百
十

九
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い
道
は
、

次
の
通
り
で
す
。

一
衛
生
費
}
塵
芥
処
理
費
と
し
て
、
不

燃
物
処
理
運
営
に
係
る
施
設
処
理
費
と

作
業
員
の
人
件
費
、
ま
た
、
乾
電
池
及

び
金
属
性
不
燃
物
等
の
最
終
処
分
に
係

る
経
費
ほ
か
六
百
五
十
万
円
。

一
農
林
水
産
業
費
一
県
単
土
地
改
良
事

業
費
と
し
て
、
農
業
基
盤
整
備
の
重
要

性
を
持
つ
農
道
の
新
設
を
は
じ
め
、
水

路
改
修
等
の
工
事
請
負
費
ほ
か
一
千
六 議案の説明をする上田町長

議
会
第
2
固
定
例
会

長
浜
町
議
会
第
二
回
定
例
会
が
、
六

月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
三

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
主
な
も

の
は
、
平
成
三
年
度
長
浜
町
水
道
@
工

業
用
水
道
事
業
決
算
の
認
定
、
平
成
四

年
度
一
般
会
計
及
び
国
民
健
康
保
険
特

百
四
十
四
万
三
千
円
。

漁
港
建
設
費
と
し
て
、
櫛
生
漁
港
改

築
事
業
の
本
年
度
分
に
係
る
も
の
で
、

護
岸
及
び
物
揚
場
等
施
設
の
整
備
事
業

に
伴
、
っ
工
事
請
負
費
ほ
か
二
千
八
百
五

十
七
万
五
千
円
。

一
消
防
費
}
消
防
施
設
費
と
し
て
、
田

ノ
測
地
区
と
沖
浦
地
区
に
設
置
す
る
防

火
水
槽
二
基
の
工
事
請
負
費
と
小
型
動

力
ポ
ン
プ
一
台
の
購
入
費
ほ
か
六
百
一
一

三
万
八
千
円
。

人
権
擁
護
委
員

石士
山居
ささ
んん

人
権
擁
護
委
員
の
土
居
孝
童
氏
は
、

平
成
四
年
七
月
三
十
一
日
で
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
後
任
に
土
居
孝
童
氏

(
柴
・
七
二
一
)
を
再
推
薦
、
ま
た
、
平

田
一
二
藤
氏
は
、
平
成
四
年
七
月
三
十
一

別
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
十
件
。

第
三
次
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
五

か
年
計
画
に
お
け
る
積
極
的
な
投
資
規

模
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
の
議
会
提

出
案
件
。
長
浜
町
土
地
開
発
公
社
及
び

青
島
海
運
有
限
会
社
の
経
営
状
況
に
関

す
る
報
告
、
例
月
出
納
検
査
報
告
書
、

ゴ
ミ
減
量
に
関
す
る
要
望
書
な
ど
議
会

報
告
案
件
七
件
で
、
議
案
は
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
議
報
告
書
も

受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

日
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任
に

石
山
豊
氏
(
出
海
a

五
三
)
を
推
薦
、

議
会
の
意
見
を
求
め
た
結
果
、
満
場
一

致
で
そ
れ
ぞ
れ
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

般

質

問

許
可
区
域
外
で
の

操
業
を
麟
重
に
注
意

質
問
・
:
砂
利
採
取
に
つ
い
て
(
日
高

照
友
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
砂
利
採
取
に
つ
い

て
、
現
在
、
地
元
の
一
一
社
を
は
じ
め
、

八
社
が
操
業
し
て
お
り
、
年
間
約
百
四

十
万
立
方
が
の
砂
利
採
取
が
県
知
事
よ

り
認
可
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
今
回
各
社
で
報
道
さ
れ
た
砂

利
採
取
恐
喝
に
関
す
る
事
件
の
真
相
に

つ
い
て
は
、
採
取
業
者
八
社
に
対
し
、

こ
の
よ
う
な
不
祥
事
発
生
の
真
相
と
再

発
防
止
に
つ
い
て
、
今
後
適
正
な
措
置

を
講
ず
る
よ
う
申
し
入
れ
を
し
た
と
こ

ろ
、
事
件
の
真
相
と
自
主
規
制
を
中
心

と
し
土
再
発
防
止
に
努
め
る
と
の
誓
約

書
の
提
出
が
あ
っ
た
。
内
容
に
つ
い
て

は
、
報
道
さ
れ
た
よ
う
な
事
は
絶
対
に

な
く
、
あ
く
ま
で
も
倒
産
企
業
の
買
収

に
絡
ん
だ
金
銭
的
な
も
つ
れ
が
事
件
の

発
端
で
、
か
か
る
不
祥
事
の
再
発
防
止

に
努
め
る
よ
う
誓
約
さ
れ
て
い
る
。
今

後
は
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
適
正
採

取
さ
れ
る
よ
う
県
に
強
く
要
望
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
砂
利
採
取
区
域
外
で
の
採
取

に
つ
い
て
、
昨
年
の
八
月
下
旬
、
砂
利

採
取
船
が
長
浜
港
沖
合
五
百
好
か
ら
六

百
げ
に
接
近
し
、
砂
利
採
取
し
て
い
る

が
区
域
外
で
の
違
反
操
業
で
は
な
い
の

か
、
是
非
確
認
し
て
欲
し
い
と
要
望
が砂利を採取する船

あ
り
、
地
方
局
建
設
部
へ
連
絡
し
た
が
、

早
朝
の
確
認
は
困
難
で
あ
り
、
今
後
こ

の
よ
う
な
事
例
が
発
生
し
た
ら
直
ち
に

報
告
し
て
欲
し
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
再
度
要
望
が
あ
り
、
担
当

者
が
長
浜
高
校
裏
の
堤
防
か
ら
目
測
、

写
真
等
で
確
認
す
る
と
共
に
、
地
方
局

建
設
部
へ
も
確
認
の
要
望
を
し
た
が
、

採
取
船
は
移
動
し
て
お
り
、
的
確
な
確

認
が
出
来
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
然

し
、
町
の
説
明
に
よ
り
、
業
者
八
社
の

代
表
者
宅
に
町
担
当
者
と
共
に
赴
き
、

違
法
の
事
実
説
明
と
許
可
区
域
外
で
の

操
業
を
厳
重
に
注
意
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る。
今
後
は
、
適
正
な
操
業
を
さ
れ
る
と

思
う
し
、
町
と
し
て
も
砂
利
採
取
計
画

認
可
申
請
書
の
進
達
に
つ
い
て
は
慎
重

に
対
処
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

公
共
施
設
に
対
す
る
被
害
に
つ
い
て

は
、
砂
利
採
取
等
が
起
因
し
て
い
る
か
、

自
然
現
象
に
よ
る
も
の
か
は
、
高
度
な

調
査
や
相
当
な
時
間
・
経
費
を
要
す
る

も
の
と
考
え
る
が
、
諸
条
件
を
勘
案
し
、

適
当
な
時
期
に
お
い
て
調
査
を
行
う
こ

と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

今
後
の
動
向
を

晃
て
対
蕗
す
る

質
問
・
・
・
外
国
人
来
町
に
伴
、
っ
宿
泊
施
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設
と
商
庖
街
の
指
導
に
つ
い
て
(
日
高

照
友
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
現
在
、
町
に
は
¥

十
五
人
の
外
国
人
が
住
民
登
録
を
し
て

派
遣
社
員
及
び
労
働
者
と
し
て
長
期
滞

在
し
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
出
張
、

外
資
船
で
の
寄
港
等
の
短
期
滞
在
と
合

わ
せ
一
日
五
十
人
程
の
外
国
人
が
在
町

す
る
こ
と
に
な
り
、
企
業
と
行
政
の
受

入
態
勢
の
役
割
は
大
き
い
と
思
う
。

町
民
の
受
入
態
勢
に
つ
い
て
は
、
商

府
街
で
の
買
い
物
、
飲
食
を
は
じ
め
様
々

な
接
触
や
地
域
で
の
交
流
が
あ
る
か
と

信
頼
さ
れ
る

役
場
づ
く
り
を

問

質
問
・
・
・
地
方
公
務
員
の
勤
務
姿
勢
に

つ
い
て
(
日
高
照
友
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
i
完
全
週
休
一
一
日
制

に
つ
い
て
、
欧
米
で
は
、
千
五
百
時
間

か
ら
千
六
百
時
間
、
日
本
の
経
済
計
画

で
は
、
千
八
百
時
間
と
労
働
時
聞
が
短

縮
さ
れ
て
い
る
。
固
に
お
い
て
は
、
四

月
か
ら
週
休
二
日
制
度
が
実
施
さ
れ
、

ま
た
、
県
に
お
い
て
も
、
七
月
か
ら
一

斉
に
実
施
さ
れ
る
。
当
町
に
お
い
て
も
、

こ
の
完
全
週
休
二
日
制
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

職
員
の
余
暇
時
間
、
勤
務
時
間
以
外

質般

思
う
が
、
町
民
の
方
々
の
対
応
が
よ
く
、

外
国
人
よ
り
大
変
好
感
を
も
た
れ
て
い

る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

治
安
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
受
け
入

れ
企
業
に
対
し
、
教
育
の
徹
底
を
す
る

と
共
に
、
外
貿
船
寄
港
に
よ
る
乗
組
員

へ
の
行
動
に
は
、
関
係
機
関
と
連
絡
を

密
に
し
て
最
善
を
尽
く
し
た
い
。

住
宅
問
題
に
つ
い
て
は
、
当
面
受
入

企
業
の
努
力
に
よ
り
民
間
の
空
家
を
活

用
し
て
頂
い
て
い
る
が
、
今
後
の
動
向

を
見
て
対
応
す
る
よ
う
担
当
課
に
指
示

し
て
い
る
。

の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
、
公
務
員
は
全

体
の
奉
仕
者
と
し
て
公
務
員
に
相
応
し

い
行
動
・
生
活
が
必
要
で
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
職
員
の
資
質
の
向
上

等
に
つ
い
て
も
、
常
に
注
意
し
指
導
し

て
い
き
た
い
。

庁
内
の
自
動
販
売
機
設
置
に
つ
い
て

は
、
職
員
組
合
と
各
団
体
等
と
の
協
議

を
行
い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る

よ
う
、
前
向
き
に
考
え
て
い
き
た
い
。

髄
重
に
対
・
一
悼
し
て

参
帥
ツ
た
い

質
問
・
:
全
農
「
石
油
輸
送
基
地
」
は

誰
が
為
に
鐘
(
金
)
が
鳴
(
生
)
る
誘

致
か
(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
全
農
西
日
本
石
油

基
地
は
、
町
議
会
の
議
決
を
得
て
策
定

さ
れ
た
長
浜
町
振
興
計
画
基
本
構
想
及

び
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
建
設
基
本
構

想
に
基
づ
き
、
町
の
振
興
発
展
と
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
誘
致
し
た

も
の
で
あ
る
。
現
在
、
基
地
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
完
成
後
、
当
町
の

雇
用
の
場
が
増
加
し
、
地
場
産
業
へ
の

波
及
効
果
、
税
収
等
に
よ
り
、
地
域
経

済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
、
町
づ
く
り
の

所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
も
の
と
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

石
油
運
送
業
に
つ
い
て
は
、
企
業
活

動
で
あ
り
、
企
業
活
動
の
中
に
行
政
が

が
入
る
の
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
慎
重

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

d含』
匿事

法

的

に

処
理
し
て
い
る

質
問
・
・
・
拓
海
工
業
団
地
の
新
聞
沙
汰

の
顛
末
は
(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
拓
海
工
業
団
地
の

譲
渡
に
関
す
る
新
聞
・
報
道
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
一
連
の
監
査
請

求
が
あ
り
、
監
査
委
員
の
適
正
な
判
断

を
頂
い
て
い
る
。
本
件
事
案
に
つ
い
て

は
、
そ
の
都
度
、
法
律
専
門
家
に
ご
指

導
頂
き
、
合
法
的
に
処
理
し
て
い
る
こ

と
を
確
信
し
て
い
る
。

町
行
政
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
各

基
本
構
想
に
基
づ
き
、
町
民
参
加
の
も

と
、
豊
か
な
町
土
と
町
民
一
人
ひ
と
り

が
楽
し
く
、
生
き
が
い
に
満
ち
た
町
づ

く
り
に
努
め
て
い
る
最
中
、
こ
の
よ
う

な
報
道
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
残
念
で
あ

る。

建設工事力ず進む全農西日本基地

答
弁
(
助
投
)
・
:
買
戻
し
特
約
に
つ

い
て
は
、
民
法
の
規
定
に
よ
り
、
お
互

い
が
土
地
を
売
り
買
い
し
た
時
、
二
疋

の
期
間
を
定
め
て
買
戻
し
を
す
る
こ
と

の
契
約
が
で
き
る
と
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
所
有
権
移
転
登
記
と
同
時
で
な

け
れ
ば
出
来
な
い
。
あ
の
土
地
を
譲
渡

し
た
が
、
登
記
を
し
て
い
た
と
か
、
し

て
い
な
い
と
か
と
い
う
新
聞
記
事
の
件

に
つ
い
て
は
、
権
利
者
と
義
務
者
と
の

聞
で
、
お
金
を
払
っ
て
い
て
も
登
記
を

一
時
留
保
す
る
こ
と
も
出
来
る
し
、
そ

れ
は
い
つ
ま
で
も
可
能
で
あ
る
が
、
早

く
登
記
を
す
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
、

先
般
、
登
記
を
し
た
時
に
そ
の
日
付
け

と
売
買
金
額
と
を
申
請
書
に
書
い
た
も

の
で
、
そ
の
金
額
は
金
利
と
か
公
租
公

課
そ
れ
と
は
全
く
関
係
な
く
、
町
の
た

め
に
買
戻
し
特
約
の
登
記
を
し
た
訳
で

あ
る
。
そ
し
て
、
公
害
防
止
上
の
問
題

等
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
条
件
に
つ
け
て

譲
渡
契
約
を
結
ん
で
い
る
が
、
そ
の
契

約
を
履
行
し
て
い
た
だ
け
な
い
時
に
は
、

町
は
買
戻
し
出
来
る
と
い
う
、
町
側
の

担
保
と
し
て
こ
の
特
約
の
登
記
を
し
て

い
る
。
そ
の
必
要
が
な
け
れ
ば
、
買
戻

し
を
し
な
け
れ
ば
い
い
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
高
次
元
の
法
律
上
の
問
題

な
の
で
、
そ
の
都
度
顧
問
弁
護
士
の
ご

指
導
を
頂
き
な
が
ら
対
処
し
て
い
る
。

建
設
省
、

県位一寸に

要

望

を

質
問
・
:
河
辺
川
ダ
ム
に
よ
る
肱
川
の

水
質
の
変
化
対
策
は
(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
河
辺
川
ダ
ム
建
設

問
題
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
皆
さ
ん
が

昨
年
の
十
一
月
に
山
口
県
の
島
地
ダ
ム
、

広
島
県
の
弥
栄
ダ
ム
を
視
察
さ
れ
た
が
、

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
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般質問

討
を
し
て
い
る
環
境
関
連
調
査
の
結
果

を
み
て
、
河
口
堰
の
建
設
、
噴
水
式
の

水
質
保
全
装
置
等
の
設
置
を
建
設
省
、

県
等
に
要
望
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
河
口
堰

の
建
設
に
つ
い
て
は
、
水
位
、
伏
流
水

の
変
化
、
流
砂
の
阻
止
、
内
水
面
、
海

面
漁
業
へ
の
影
響
等
が
種
々
予
想
さ
れ

る
の
で
、
慎
重
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

効
率
的
な

行
政
運
営
を

質
問
:
・
町
行
政
の
機
構
改
革
に
つ
い

て
(
東
信
利
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
町
行
政
の
機
構
改

革
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
社
会
情
勢
の

急
速
な
変
革
と
多
様
化
す
る
行
政
需
要

に
対
応
で
き
な
い
状
況
下
で
あ
る
の
で
、

時
代
に
即
し
た
執
行
体
制
づ
く
り
を
基

本
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
当
町
で
は
「
町
づ
く
り
・
里

づ
く
り
・
心
ミ
つ
く
り
」
を
推
進
し
て
い

る
が
、
今
回
の
機
構
改
革
に
よ
り
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
要
望
に
お
応
え
す
る

た
め
の
ソ
フ
ト
面
で
の
行
政
を
更
に
一

歩
前
進
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
社
会
に

対
応
す
る
た
め
の
福
祉
行
政
の
推
進
、

ま
た
、
長
浜
町
の
総
合
的
な
町
子
つ
く
り

を
進
め
る
た
め
の
企
画
調
整
の
充
実
。

強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
更
に
、
職
員
研
修
を
は
じ
め
、
各

種
研
修
会
の
開
催
、
生
涯
学
習
亜
ぴ
に
、

文
化
の
薫
る
ま
ち
ε

つ
く
り
を
推
進
し
、

効
率
的
な
行
政
運
営
を
図
っ
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
人
事
異
動
に
つ
い
て
も
、
一

人
ひ
と
り
の
資
質
を
高
め
、
個
人
の
独

創
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
発
揮
で
き
る
よ

う
な
職
場
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
、

全
職
員
が
長
浜
町
の
町
づ
く
り
に
参
画

し
、
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

住
民
の
品
目
さ
ん
へ
の
周
知
に
つ
い
て

は
、
広
報
な
が
は
ま
六
月
号
で
組
織
機

構
図
、
各
課
配
置
図
、
職
員
録
等
を
掲

載
し
、
役
場
窓
口
に
は
各
課
の
配
置
図

を
記
載
し
た
案
内
板
を
設
置
し
て
い
る
。

今
年
震
か
ら

大
橋
の
纏
一
冗

質
問
・
:
文
化
財
の
保
護
・
育
成
に
つ

い
て
(
東
信
利
議
員
)

答
弁
(
教
育
長
)
・
:
現
在
本
町
に
は
、

国
指
定
二
、
県
指
定
一
二
、
町
指
定
十
九

の
文
化
財
が
あ
る
。
文
化
財
の
指
定
に

つ
い
て
は
、
国
に
は
文
化
財
保
護
法
、

県
、
市
町
村
に
は
文
化
財
保
護
条
例
が

あ
り
、
国
は
文
部
大
臣
が
、
県
、
市
町

村
に
お
い
て
は
教
室
貰
会
が
、
有
形
、

無
形
の
民
俗
文
化
財
史
跡
、
名
勝
、
天

然
記
念
物
や
歴
史
、
芸
術
、
鑑
賞
上
に

お
い
て
価
値
の
高
い
も
の
を
、
文
化
財

に
指
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
本
町
で
は
、
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
で
文
化
財
の
保
存
及
び

活
用
に
関
し
、
必
要
な
調
査
研
究
を
行
っ

て
頂
い
て
お
り
、
文
化
財
の
指
定
を
行

う
と
き
に
は
、
審
議
会
に
諮
問
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
長
浜
大
橋
の
文
化

財
指
定
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
に
お
い

て
も
、
土
木
構
造
物
に
対
し
て
の
文
化

価
値
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ

そ
の
域
に
は
達
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
大
橋
は
国
や
県
の

ご
配
慮
を
頂
き
、
今
年
度
か
ら
親
柱
、

照
明
、
高
欄
と
復
元
さ
れ
て
お
り
、
二
、

三
年
の
う
ち
に
は
昔
ど
お
り
の
橋
に
復 復元か進められる大橋

一
冗
さ
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

答
弁
(
教
育
長
)
・
:
指
定
に
な
っ
た

文
化
財
の
管
理
、
修
理
、
復
旧
に
つ
い

て
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
そ
の
経
費
の

一
部
を
所
有
者
に
対
し
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
。

本
町
の
無
形
民
俗
文
化
財
豊
年
踊
り

は
、
優
れ
た
民
俗
芸
能
で
あ
り
、
そ
の

ユ
ニ
ー
ク
な
農
家
の
稲
作
、
米
づ
く
り

の
踊
り
は
、
産
業
教
育
の
面
か
ら
も
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
、
助
成
の
補

助
金
も
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
豊
年
踊
り
の
指
導
育
成

に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育
課
が
行
っ
て

お
り
、
宣
伝
等
に
つ
い
て
は
、
経
済
課

で
対
応
し
て
い
る
。
な
お
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
に
つ
い
て
も
、
各
課
、
関
係
諸
機

関
と
協
議
し
、
作
成
し
た
い
と
考
え
て

し
る次
に
、
和
太
鼓
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
和
太
鼓
は
日
本
の
古
典
芸
能
で
あ

り
、
町
の
文
化
財
と
し
て
末
、
水
く
育
成

す
る
た
め
、
今
年
度
は
仮
称
「
山
風
太
鼓
」

の
創
設
の
た
め
の
予
算
を
計
上
し
、
現

在
、
実
行
委
員
会
を
発
足
さ
せ
る
た
め

に
、
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

時
民
の
方
々
の

意
士
山
を
尊
重

質
問
:
・
河
辺
川
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て

(
津
田
龍
雄
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
河
辺
川
ダ
ム
建
設

問
題
に
つ
い
て
は
、
流
域
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
み
、
対
策
協
議
会
の
設
置
等

で
今
日
ま
で
協
議
を
進
め
て
き
た
が
、

肱
川
町
が
と
っ
た
行
動
に
つ
い
て
は
残

念
で
あ
る
と
し
か
、
申
し
上
げ
よ
う
が

な
し
。今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
町
域
を

超
え
て
の
行
政
課
題
、
町
域
内
で
将
来

に
わ
た
っ
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
等
を
含
め
、
慎
重
に
対
応
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

分
水
問
題
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
直
結
し
た
非
常
に
重
要
な
問
題

で
あ
る
の
で
、
町
民
の
方
々
の
意
志
を

尊
重
し
、
長
浜
の
歴
史
に
悔
い
を
残
さ

な
い
よ
う
努
め
て
い
く
こ
と
が
、
私
の

責
務
と
考
え
て
い
る
。

分水が心配される肱川流域
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田
民
年
金
団
体
険
料
の

「
追
納
制
度
」
に
つ
い
て

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

保
険
料
未
納
期
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
資

格
期
間
に
合
ま
れ
ま
す
が
、
老
齢
主
的
礎

年
金
の
額
を
計
算
す
る
と
き
は
、
一
二
分

の
一
に
減
額
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

保
険
科
の
「
追
納
」
と
は
、
保
険
砕

の
免
除
を
受
け
て
い
た
被
保
険
者
が
、

そ
の
後
資
力
を
同
一
保
し
た
場
合
に
、
免

一一一人権作文・年金関係

一

「

B
ち
ゃ
ん
、
ナ
イ
ス
・
シ
ュ

l

一
ト
。
」

中
わ
た
し
た
ち
六
人
は
、
怠
も
ぴ
っ

一
た
り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
楽
し
ん
で
い

い
ま
す
。

五
か
刀
前
ま
で
の
こ
と
が
う
そ
の
よ

う
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
一
年
生
の
時
か

ら
A
ち
ゃ
ん
の
命
令
を
き
い
て
、
遊

び
た
く
な
い
と
こ
ろ
で
、
遊
び
た
く

な
い
人
と
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
「
あ

の
人
と
壮
遊
ば
ん
方
が
い
い
よ
。
」

と
い
わ
れ
、
大
好
き
な
友
達
と
で
も

遊
べ
な
い
の
が
つ
ら
か
っ
た
で
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
し
て
も
、
勝
手
に
ゴ
l

除
を
受
け
た
期
間
分
の
保
険
料
を
梢
付

し
て
、
将
来
、
作
利
な
年
金
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
優
遇
処
置
で
す
。

追
納
で
き
る
期
間
ほ
、
追
納
じ
よ
う

と
す
る
月
か
ら
過
去
十
年
間
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
一
月
単
位
で
、
免
除
を
受
け

た
十
日
い
期
聞
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
追
納
す
る
保
険
料
の
額
は
、

昭
和
六
十
一
年
三
月
ま
で
の
免
除
を
受

け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
保
険

料
の
額
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

昭
和
六
十
一
年
四
月
以
降
の
期
間
に
つ

敗
し
た
ら
、
「
へ
た
や
ね
。
」
と
お
ニ

る
か
ら
で
す
。
下
校
の
時
、
赤
ち
ゃ
ん

の
時
か
ら
の
友
達
、

C
ち
ゃ
ん
に
、

ぺね、

C
ち
ゃ
ん
。

A
ち
ゃ
ん
の
命
令

を
小
学
生
ま
で
き
く
の
し
ん
ど
く
な
い
。

も
う
、

A
ち
ゃ
ん
に
は
っ
き
り
言
お
う
じ

と
言
い
ま
し
た
。

C
ち
ゃ
ん
が
「
ぃ
、
っ

か
。
」
と
二
一
回
っ
て
く
れ
た
と
き
、
わ
た

し
は
、
明
日
か
ら
家
来
で
な
く
自
由
に

な
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

次
の
口
、

C
、
ち
ゃ
ん
と
学
校
へ
行
く

と
き
、
「
お
ぼ
え
て
い
る
。
今
日
は
、

は
っ
き
り
、

A
ち
ゃ
ん
に
言
、
つ
よ
。
」

と
一
育
っ
て
学
校
に
行
き
ま
し
た
。
五
分

く
ら
い
た
っ
て
、

A
ち
ゃ
ん
は
、
来
ま

し
た
。
わ
な
し
に
「
か
ぱ
ん
持
っ
て
行
つ

い
て
は
、
免
除
を
交
け
た
年
か
ら
二
年

以
内
で
あ
れ
ば
当
時
の
保
険
料
の
額
で

納
め
、
一
二
年
以
上
経
過
し
れ
~
場
合
は
、

一
定
の
率
を
乗
じ
た
額
を
加
算
し
た
額

で
納
め
る
こ
と
仁
な
り
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
追
納
は
、
被
保
険

者
ま
た
は
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
が
行

う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
、
旧
国
民
年
余

の
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
の
受
給

権
者
が
追
納
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
役
場
の
同
日
目
年
金
係
へ

お
問
い
介
わ
せ
く
だ
さ
い
。

て
。
」
と
ふ
一
-
口
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
わ

た
し
は
、
思
わ
ず
「
う
ん
Q

」
と
言
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
い
や
と
一
言
え
な
か
っ

i.援:怪文I
きりいえ

なかった言葉

小学圏年生

てコは

た
自
分
を
な
き
け
な
く
思
い
ま
し
た
。

そ
う
し
て
、
何
日
も
、
何
日
も
、
命
令

を
ふ
た
り
は
聞
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

平成4年度中に追納する場合の保険料

免除を受度I~当」X肝険55 料F時23u20担積円円立 陣町hななさMれ干る甑~)I x.邑納する備実けた年 料額①十②

57年度 し 5，220円

58年度 し 5，830円

59年度 6，220円 な し 6，220円

60年度 6，740円 な し 6，740円|

61年度 7，100円 1，700円 8，800rg 

62年度 7，400円 l，290円 8，690円

63年度 7，700円 870円 8，570円

元年度 8，000円 山下山円

lF84∞円2年度 8，400円 な

3年度 9，000円 1 な

一
週
間
た
っ
て
、
わ
た
し
か
新
し
い

え
ん
ぴ
つ
を
持
っ
て
来
る
と
、

A
ち
ゃ

ん
が
、
「
ち
ょ
う
だ
い
。
」
と
い
っ
た

の
で
、
「
い
や
。
」
と
言
い
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
「
い
じ
め
ら
れ
る
。
ど
う

し
よ
う
。
」
と
思
い
ま
し
た
。
や
っ
ぱ

り
、
い
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。
で
も
、
自

分
が
少
し
強
く
な
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

強
く
な
ヲ
た
の
だ
か
ら
、
が
ん
ば
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。

次
の
目
、

A
ち
ゃ
ん
は
、
わ
た
し
に
、

「
も
う
時
聞
が
な
い
。
か
ば
ん
の
け
て

き
て
。
」
と
言
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

今
日
こ
そ
と
思
い
、
「
い
や
、
遅
れ
そ

う
な
ん
や
っ
た
ら
、
早
く
来
た
ら
o
u止

が
あ
る
ん
や
ろ
。
」
と
言
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
o

ち

ょ

っ

と

、

引

り

か
た
を
し
た
か
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
一

で
も
、
ま
た
少
し
強
く
な
り
ま
し
た
。
一

C
ち
ゃ
ん
も
、
言
、
つ
か
な
ぁ
と
思
い
…

ま
し
た
り

C
ち
ゃ
ん
も
言
い
ま
し
た
。
~

今
日
は
、
ふ
た
り
と
も
、
少
し
強
く
…

な
り
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
と
、

A
ち
ゃ
い

ん
も
、
命
令
を
し
な
く
な
り
、
み
ん
U

な
仲
良
く
遊
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
…

た

の

~

本
当
に
、
は
っ
き
り
言
っ
て
よ
か
っ
一

た
で
す
。
わ
た
し
は
、
勇
気
を
出
し
一

て
、
考
え
た
こ
と
を
一
言
っ
た
り
、
し
U

た
り
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
わ
か
り

ま
し
た
。
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生活環境関係一一一一

ゴミと《ら L ~今市私たちにできること~
ゴミは私たちの生活と深い関係があります。暮らしが豊かになるにつれて、ゴミも増えてきました。

例えば、料理をするときに出る野菜や魚、の使わない部分、食べ残しといったものがゴミになります。家

庭から出るゴミの中で、一番多いものが生ゴミなのです。この生ゴミを有効利用し、ゴミの減量化に努め

ましょう。

生ゴミは土にうめると、小さな虫や微生物によって分解され、植物を育てるための肥料になります。

肥料にする道具として、コンポストなどの生ゴミ処理容器があります。

① 日当たりの良い場所を選び、土を10cm程度掘り起こして平らに置く。

② 雑草や芝の刈りくずを敷き詰め、台所から出た生ゴミを投入する。

③ その上に士、または、消石灰や米糠などをかぶせる。

④ ②、③の作業を繰り返し続ける。

⑤ 処理容器が一杯になったら、 2~3 か月そのまま放置する。

⑥ 肥料が出来たら園芸用、菜園に利用してください。 生ゴミ処理容器

長浜町の燃えるゴミの量

月別 量(t ) 

I 月 1 82. 8 6 

2月 161.72 

3 月 1 9 8. 8 1 

4月 218.51 

5月 189.42 

6月 217.61 

平成3年度ごみ質分析調査

その他 5% 
不燃物類 3% 

木@竹類
11% 

鞠可謹

生づぎをu掛十f~.d.

争出#併

立ニヘ毛ど‘吾 (1:::(Iひイヒ)

このゴミ量の表・分析グラフは、委託業者、

一般搬入、許可業者、官公署の合計です。

なお、家庭のゴミを収集している委託業者は、

毎月約 90%を占めており、その大部分が生ゴ

ミです。

苛苦言L器
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事
業
主
の
皆
さ
ん

ご
存
じ
で
す
か
!

障
害
者
雇
用

継
続
助
成
金
制
度

障
害
者
雇
用
継
続
助
成
金
制
度
は
、

企
業
が
中
途
障
害
者
(
在
職
中
に
労
働

災
害
、
交
通
事
故
、
疾
病
等
の
原
因
で

障
害
者
に
な
っ
た
方
)
の
一
雇
用
を
継
続

す
る
た
め
、
作
業
施
設
、
設
備
の
改
善

や
必
要
な
職
場
適
応
措
置
を
行
、
つ
場
合
、

企
業
に
支
給
さ
れ
る
助
成
金
の
制
度
で

す。一
助
成
金
の
種
類
及
び
支
給
額
一
中
途

障
害
者
作
業
施
設
設
置
助
成
金

第
一
種
・
:
施
設
や
設
備
の
設
置
、
設

備
に
要
す
る
費
用
の
三
分
の
一
一
で
、
限

度
額
は
一
人
に
つ
い
て
四
百
五
十
万
円
。

第
二
種
・
:
施
設
や
設
備
の
設
置
、
設

備
に
要
す
る
費
用
の
一
一
一
分
の
二
で
、
限

度
額
は
一
人
に
つ
い
て
二
十
万
円
(
三

年
)
。
一
申
請
の
期
限
一
中
途
障
害
者
が
職
場

復
帰
し
た
日
か
ら
三
一
か
月
以
内

詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
公
共

職
業
安
定
所
、
ま
た
は
、
(
社
)
愛
媛

県
心
身
障
害
者
雇
用
促
進
協
会

(
O八

九
九
i
三一

I
七
二
こ
こ
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

録
鶴
田
国
韓
日
』
な
い
ロ
蓄
量
な
い
a

許
さ
な
い

若
者
の
生
命
を
守
る
交
通
安
全
運
動

お知らせ@文芸

愛
媛
県
で
は
、
六
月
二
十
九
日
現
在

の
若
者
加
害
事
故
に
よ
る
死
者
は
二
十

七
件
二
十
八
人
で
、
昨
年
に
比
べ
れ
ば

大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

死
亡
事
故
の
特
徴
と
し
て
次
の
①
j

⑤
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①
速
度
出
し
過
ぎ
に
よ
る
正
面
衝
突
や

路
外
逸
脱
②
夜
間
に
事
故
が
集
中
し

て
い
る
③
死
亡
事
故
を
起
こ
し
た
若

年
者
の
半
数
に
違
反
前
歴
が
あ
る
④

シ
1
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率
が
極
め
て
低

い
⑤
運
転
目
的
は
、
ド
ラ
イ
ブ
中
、

通
勤
退
社
中
、
訪
問
中
が
多
い
等
で
す
。

こ
れ
ら
①
i
⑤
の
こ
と
を
注
意
し
、

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
っ
。

な
お
、
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

ス
ピ
ー
ド
の
裏
に
は
、
死
神
が
つ
き
ま

と
っ
て
い
ま
す
。
一
時
的
な
ス
ピ
ー
ド

の
魅
力
の
と
り
こ
に
な
っ
て
「
人
生
を

棒
に
振
る
こ
と
の
な
い
よ
う
」
安
全
運

転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

道
路
に
お
い
て
自
分
の
技
量
や

車
の
限
界
を
作
り
出
さ
な
い

こ
れ
が
、
上
手
な
運
転
の
秘
訣
で
す
。

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
(
共
済
)

は
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
に
よ
り

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
(
違

反
し
ま
す
と
六
月
以
下
の
懲
役
又
五
万

円
以
下
の
罰
金
、
さ
ら
に
は
、
違
反
点

数
〈
道
路
交
通
法
〉
六
点
で
免
許
停
止

処
分
に
も
な
り
ま
す
)
。

バ
イ
ク
に
は
、
車
検
制
度
が
な
い
た

め
、
白
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
(
共

済
)
の
加
入
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ

れ
ず
(
車
検
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
白

II~ 

i置
は哩
句

?EZ 

跳
ね
橋
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
雲
の
峰

高

左

木

芳

田
の
畦
に
美
事
ね
じ
れ
し
文
字
情
草

神

西

光

子

か
つ
こ
う
の
声
か
き
消
し
て
草
刈
機

藤

岡

蓉

子

切
り
立
ち
し
崖
に
乗
り
出
し
滝
見
茶
屋

渡
辺
恭
二

衝
動
買
ひ
少
し
悔
ひ
っ
つ
瓜
き
ざ
む

小
商
イ
セ
子

ひ
ま
わ
り
の
向
き
定
ま
ら
ず
今
日
も
雨

米

岡

幸

市

菩
提
寺
の
い
ま
も
使
は
れ
滝
行
場

動
車
等
は
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険

〈
共
済
〉
に
加
入
し
て
い
な
い
と
車
検

が
交
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
)
無
保
険
〈
無

共
済
〉
車
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

乗
る
前
に
は
、
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
速
や

か
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
手
続
き
は
、
損
害
保
険
会
社
、

同
代
理
屈
、
農
協
で
行
っ
て
い
ま
す
。

本
土
に
お
け
る
原
付
バ
イ
ク
の
保
険
料

〈
共
済
掛
金
〉
は
、
一
年
契
約
七
千
八

百
五
十
円
、
二
年
契
約
一
万
百
五
十
円
、

三
一
年
契
約
一
万
二
千
三
百
円
で
、
死
亡

事
故
の
場
合
三
千
万
円
ま
で
、
傷
害
事

故
の
場
合
百
二
十
万
円
ま
で
の
保
険
金

(
共
済
金
)
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

松

田

吉

幸

ひ
や
ひ
や
と
滝
の
霊
気
が
身
を
包
む

松

田

裕

子

七
月
の
半
ば
に
な
り
て
薯
植
う
る

山
口
由
記
子

水
嵩
の
ふ
え
て
威
を
増
す
梅
雨
の
滝

山

尾

雄

志

ご
っ
つ
ん
こ
し
て
も
離
さ
ぬ
か
つ
ぎ
蟻

久

保

七

葉

吊
し
あ
る
風
欄
風
に
ち
ぎ
れ
そ
う

鎌

田

政

子

轟
け
る
滝
に
背
筋
を
走
る
も
の
菊
地
久
美
子

滝
仰
ぎ
飛
沫
に
曇
る
眼
鏡
拭
く
久

保

千

穂

父
母
の
眠
れ
る
墓
地
の
母
子
草
都
田
マ
サ
子

枝
お
ろ
し
太
根
に
よ
り
し
三
尺
寝

楠

野

孝

行

川
あ
れ
ば
川
に
添
ふ
道
ね
ぶ
の
花

一

宮

博

梅
雨
明
け
や
竿
竹
売
り
の
声
長
し

宇
都
宮
恵
美
子

白
百
合
や
遺
影
の
妻
の
七
回
忌
増

田

成

虎

獲
得
曳
く
蟻
に
指
揮
者
の
あ
る
如
く

菊

地

徹

夏
山
や
男
に
ま
じ
り
長
柄
振
る
河

野

友

子

滝
お
ち
て
音
の
目
印
り
お
さ
ま
ら
ず

亀

田

哲

久

信担

旬

H

豊
茂
小
学
校
H

た
ん
ざ
く
に
夢
を
か
い
た
よ

と

ど

く

か

な

小

西

た
ん
ざ
く
に
お
願
い
か
い
て

星

ま

つ

り

兼

高

天
の
川
白
く
き
れ
い
な
川
の
道
藤

田

雅

彦

七
夕
や
夜
空
に
き
ら
め
く
天
の
川

兼

高

典

明

七
夕
の
か
ざ
り
の
向
こ
う
に
天
の
川

植

本

浩

幸

七
夕
に
か
け
て
み
た
い
な
願
い
ご
と

城

戸

牧

恵

空
に
ち
る
命
短
い
花
火
か
な増

本

直

美

風
鈴
が
夏
の
暑
さ
を
な
ご
ま
せ
る

藤

淵

牧

子
浩
司

士佐
也
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パッチリールボほか

冒
険
王
開
闘
で
自
給
自
足

j
青
島
で
少
年
リ
ー
ダ
ー
育
成
j

七
月
一
一
十
七
日
か
ら
七
月
二
十
八
日

の
二
日
間
、
青
島
で
子
ど
も
会
少
年
リ
ー

ダ
ー
養
成
研
修
が
行
わ
れ
、
町
内
の
中
・

高
生
三
十
一
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
長
浜
町
の
子
ど
も
会
を
育

成
す
る
た
め
、
そ
の
中
核
と
な
る
少
年

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
よ
う
と
行
わ
れ
た

も
の
で
、
参
加
者
は
竹
の
食
器
作
り
や

食
事
の
準
備
、
島
内
探
検
、
魚
つ
り
な

親
睦
と
体
力
づ
〈
り
を

j
豊
茂
で
地
区
せ
抗
球
技
大
会
j

し十支
た大七
。会月
が十
千丁
わ日
オ工
、主量

約茂
七で
十地
人区
7うぎ士寸
参抗
加球

」
れ
は
、
地
区
住
民
の
親
睦
と
体
力

ど
の
研
修
を
行
っ
た
。

快い汗で親睦を深める参加者

しらボたづ
たお 1 めく
。年ルにり
寄や行を
りノT ゎ目
まレオ1 白<]
で l ムに
さボ Yi主
わ 1 ぷ帯
やルこと
カミ に ¥扇虫
な 、 平日
r干二:f-ソを
をイ共;フ図
?A 7う、トる

子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
の
国
際
交
流

ー
白
滝
で
サ
ン
ク
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

5

七
月
十
八
日
、
白
滝
で
白
滝
青
年
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
、
王
催
に
よ
る
「
ジ
ョ
セ
フ

先
生
サ
ン
ク
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
行
わ

海
を
霊
れ
い

ZIE

竹めしづくりに挑戦する研修生

ー
須
沢
で
清
掃
活
動
j

七
月
二
十
八
日
、
松
笠
で
か
海
を
き

れ
い
に
u

を
合
言
葉
に
、
町
内
青
年
有

志
十
二
人
が
集
ま
り
清
掃
活
動
を
行
っ

た。
こ
れ
は
毎
年
、
観
光
客
で
賑
わ
う
松

笠
の
海
岸
や
歩
道
を
き
れ
い
に
し
よ
う

と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
燃
え
る
ゴ
ミ
・

燃
え
な
い
ゴ
ミ
合
わ
せ
て
五
十
袋
集
ま
っ

た。れ
、
約
百
二
十
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
英
会
話
教
室
な
ど
で
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
ジ
ョ
セ
フ
先
生
に
、

感
謝
の
気
持
と
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
の
国
際
交
流
を
深
め
よ
う
と
行
わ
れ

た
も
の
で
、
参
加
者
は
ジ
ョ
セ
フ
先
生

を
囲
み
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

健
康
増
進
普
及
月
間

「
輪
に
な
っ
て
み
ん
な
で

す
す
め
る
健
康
づ
く
り
」

国際交流を深め楽しく会食する参加者

今
日
我
が
国
で
は
、
人
口
の
高
齢
化
、

社
会
生
活
の
急
激
な
変
化
に
伴
っ
て
、

高
血
圧
、
が
ん
、
心
臓
病
に
代
表
さ
れ

る
成
人
病
な
ど
の
増
加
等
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
い
ず
れ
も
日
常

生
活
の
あ
り
方
と
深
く
関
連
し
ぞ
お
り
、

健
康
の
保
持
・
増
進
を
図
る
た
め
に
は
、

健
康
守
つ
く
り
の
三
つ
の
要
素
で
あ
る
栄

養
、
運
動
、
休
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
健
康
な
生
活
習
慣
の
確
立
が
必
要
で

す
。
健
康
普
及
月
聞
は
、
こ
れ
ら
健
康

に
対
す
る
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
を
高
め
、

さ
ら
に
、
そ
の
健
康
手
つ
く
り
の
実
践
を

促
進
す
る
た
め
、
設
け
ら
れ
て
い
る
月 海をきれいにと活動する参加者

聞
で
す
。

な
お
町
で
は
、
保
健
衛
生
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
ご
案
内
し
て
い
る
よ
う
に
、
年
聞

を
通
じ
て
健
康
相
談
や
各
種
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
参
加

し
て
頂
き
、
健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て

て
く
だ
さ
い
0
4

平
成
四
年
九
月
か
ら
、
毎
月
第
二
土

曜
日
を
休
業
日
(
閉
校
日
)
と
す
る

「
学
校
週
五
日
制
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
子
供
た
ち
が
こ
れ
か

ら
の
社
会
に
お
い
て
、
心
豊
か
に
、
か

っ
主
体
的
に
、
創
造
的
に
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
資
質
や
能
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
学
校
と
い

う
世
界
で
な
く
、
地
域
と
い
う
「
よ
り

広
が
り
の
あ
る
舟
界
」
で
な
け
れ
ば
学

び
と
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
を
積
極

的
に
学
ん
で
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
を
有
意
義
に
運
用
し
、
実

り
あ
る
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
学
校
、
家
庭
及
び
地
域
社

会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
の
在
り
方
を
見

直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
供
た

ち
と
保
護
者
、
そ
し
て
家
庭
や
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
指
す
た
め
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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二
宮
重
憲
さ
ん

勲
五
時
寺
瑞
宝
章
受
章

丘
月
十
五
日
、
東
宗
の
炭
林
水
産
省

で
春
の
叙
勲
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
穂
積

の
一
一
官
重
憲
さ
ん
(
七

O)
崎
、
長
年

に
わ
た
り
農
業
の
振
興
発
展
に
尽
く
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
、
勲
Z
4

等
瑞
宝
章
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
υ

一一一一一表彰@一歳です・ふるさとめぐり

藤
淵
義
憲
さ
ん

勲
七
等
青
急
桐
葉
章

五
月
十
五
日
、
東
京
の
郵
政
省
で
春

の
叙
勲
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
上
老
松
の

藤
川
義
憲
さ
ん
(
六
四
)
は
、
長
年
に

わ
た
り
郵
便
集
配
業
務
の
功
結
に
よ
わ
、

勲
七
等
青
色
桐
葉
章
を
授
与
さ
れ
ま
し

た。

勲五等瑞宝章を受章したこ宮さん

津
田
忠
上
さ
ん

藍
鰻
褒
章
受
章

五
月
二
十
円
、
東
京
の
消
防
庁
で
春

の
褒
章
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
今
坊
の
津

田
忠
士
さ
ん
(
六
三
)
は
、
長
年
に
わ

た
り
消
防
団
活
劃
の
校
進
と
消
防
業
務

に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
藍
授
褒

し
草
を
夜
与
さ
れ
ま
し
た
。

出
海
小
学
技
児
童
会

海
の
記
念
自
式
典

藍綬褒章を受章した津田さん

じ
月
三
十
日
、
松
山
市
で
第
五
十
二

回
「
海
の
記
念
日
」
式
典
が
行
わ
れ
、

出
海
小
学
校
児
童
会
が
、
出
海
港
周
辺

の
海
浜
の
定
期
的
な
清
掃
活
動
と
長
し

い
海
の
保
全
に
努
め
た
功
績
に
よ
り
、

松
山
海
上
保
安
部
長
よ
り
み
彰
さ
れ
ま

し
た
。

り
戒
画
数
を
調
べ
な
が
ら
、
女
の
子
ら
し
い
か
わ
い
い
名
ま
一

(
句
一
須
え
を
と
、
両
親
揃
っ
て
考
え
「
の
び
の
び
と
元
気
仁
素
直
一

一
一
法
二
下
で
優
し
い
女
の
子
に
」
と
い
う
意
味
を
昔
、
こ
の
名
ま
一

一一ν
文
子
一
一
以
え
に
決
め
ま
し
た
J

百

一

-
4
7
-
J
健
康
が
一
番
、
そ
し
て
、
優
し
さ
と
思
い
や
り
を
持
つ
一

一

よ

ー

し

』

や

た

、

か

高

機

ふ

ん

ぷ

ア

i
一

ポ

J
一

一
夜
…
ち
わ
い
い
一
騨
E
y
t
h九
九

日

劃

一

ヨ一
J

か
欝
女
性
に
じ
繁
輸
潤
週
、
J
7
J
H
旧一

人一十一
-
M

一
!
:
・
日

n-
有
っ
て

w…
蹴
薗
田
関
門
:
伊
旬
、
司
、
2

一
一
山
一

J
 
i

回

一
才
ゆ
・
匝
欽
し
」
欝
箇
関

J
ト

ン

噸

4

一
ト
一
定
一
ま
車
配
当
関
轟
臨
犠
守
手
持
沖
一

一
一
六
一
国
手

o
N
X
J
J一一一一一
???tlf
耕一

h

句
込
Z
2

・

4

4

L

(

父
H
信
康
さ
ん
・
母
H
佳
織
さ
ん
)

勲七等艶桐葉輩を号揮した醐さん

r'~'一一一一一一一一一一一一司一一一一一一一一.~.1

肱川の最河口にある「町民の 1 

広場Jは、肱川上流から運んで お i
きた土砂が堆積しでできた扇状 J与、 i
の洲である。:;?I 
この町民の広場は、子供から一る!

お年寄りの思いの場としじよ見 IUJ C;-マ i
しまれているが、現在は、ヴイ ト→ と三 l
ンドサーフイン、ジェットスキー 主文コ λ:?i 

の離着地として、右者にも大変 止す i

親しまれている。 VJ ムわ)I 
なお、との広場は開閉橋と新 . /ク快 i
大橋の間にあり、その風景は、 1ムミ j
t毎の玄関口として、昔の隆盛Hをー一 附 i
がしのばれる。 J品 Oj 

霊l
編 l

L亘書五1豊丘公笠込型昌一一一J

長浜町家麿教育講議会
6ミミタ

平成4年8月29日

PM 1: 30~ 
{会 場1 長浜町中央公民館大ホール
i講 師] 吉岡たすく(評論家)

[演 題} 私のみた子どもの世界

お問い合せ先:長浜町教育委員会社会教育課 (52~1111) 

~子竺もと生きる暴露のあり方

(土)時][日

畏渓

ト
日間

サー
ダークダ="';}!Jクス

ふれあいコ
時:平成4年10月25日
PM6 : OO~ 

場 所:長浜高等学校体育館

お問い合せ先.長浜町教育委員会社会教育課 (52~1111) 

円
U自
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愛
媛
県
人
口
移
動
統
計

調
査
に
ご
協
力
を
/

l有j岸本印刷

愛
媛
県
で
は
、
人
口
の
移
動
状
況
の

実
態
を
把
握
し
て
、
各
種
行
政
施
策
の

基
礎
資
料
を
作
る
た
め
、
平
成
四
年
八

月
か
ら
愛
媛
県
人
口
移
動
統
計
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

長
浜
町
か
ら
県
内
ま
た
は
県
外
の
他

の
市
ば
町
村
に
転
出
さ
れ
る
方
及
び
、

県
外
か
ら
長
浜
町
に
転
入
さ
れ
る
方
が

調
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

役
場
窓
口
で
、
転
出
ま
た
は
転
入
手

続
き
を
さ
れ
る
際
に
、
調
査
票
の
記
入

を
依
頼
致
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
艇
か
し
ま
す
。

印刷平成 4年 8月10日発行

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
は

平成4年 8月号

年
金
住
宅
融
資
で
/

愛
媛
県
年
金
福
制
協
会
で
は
、
平
成

四
年
度
第
二
回
住
宅
融
資
を
わ
三
に
い

ま
す
。
一
利
用
で
き
る
方
一
現
在
厚
生
年
金
保

険
の
加
人
者
で
、
加
入
期
聞
が
三
年
以

上
あ
る
方
(
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付

済
期
聞
を
含
む
)
{
資
金
の
使
い
み
ち

一
新
築
住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・
建
売
住

宅
・
中
古
住
宅
の
購
入
及
び
増
改
築
な

ど
の
資
金
一
資
金
金
額
一
所
要
資
金
の

八
十
肘
川
ト
以
内
で
、
最
高
一
千
九
百
四

十
万
円
ま
で
一
融
資
利
率
一
年
五
・
一
二

引
け
ト
{
受
付
期
間
一
千
成
四
年
九
月
十

一U
ま
で
の

詳
し
く
は
、
(
社
)
愛
媛
県
年
金
福

祉
協
会
一
宮

O
八
九
九
i
四
一
|
七
六

六
七
)
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

寄
付
採
納

。
豊
茂
の
森
内
蹟
さ
ん
・
・
・
樽
茶
室
を
同

海
公
民
館
へ
。

。
出
海
の
レ
モ
ン
の
九
五
(
上
村
み
つ
え

会
長
)
・
:
寿
司
半
切
を
止
海
公
民
館
へ
。

O
出
海
婦
人
会
(
大
橋
孝
子
会
長
)
:
・

五
升
炊
飯
器
を
出
海
公
民
館
へ
。

O
長
浜
の
山
口
悦
男
さ
ん
-
・
・
伊
予
銀
行

五
十
年
史
を
町
立
図
書
館
へ
。

/一町、¥

大沖
、けト|

市浦

f主沖
浦

比
木

櫛

生
卜
老
松

長

浜

櫛

生
仁

久
此
木

ψ
 結
婚

イ主

戸斤

氏

名

有
続
4丙

長長長長長長二長
男女男男女女男女

長イ主

紀昭

備

生柴
長

浜

豊

茂柴
山
肌
茂浜久浜茂茂浜占品目滝坊 I兵

竹
内

拡
勝

長
男

名

死
亡
時
年
齢

椎井

野上

児
名

長豊豊長仁長成

お
く
や
み

6
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

戸斤

氏

五九四八八九七七七七九八九六七九
五三 O 七 O 六六二九 O 問八九九 O

八月の季節は秋でもまだ

暑い。一寸動し、ても ~fになる。

人は少 Lごも涼を求める。そ

こで思うのは;J(;谷びだ刊とこ
ろが、今年は例のサメ騒動ご

長浜海水i谷場が開7ケれない〉
凶!幡の向兎が編したワニザ、メ

と追って、人を食うホオジロ

ザメだから巳むを得まい。子

供たちには学校のプールがあ

るカヘおとなたちは、家で;1(

でもi存びるしかなしミ。いっそ、

スポーツに興じて汗ニをかいた

あと、シャワーでも浴びた方

カミさっ，j'りするだろう。持:で

I京をとるのも良いが、 U中i湯

何下で宇果になろうもの令ら忽

ちチ(1~正してオ叫kれをおこす中

近東の砂漠地帯に比べれば、

わが長浜の気候は極楽に近い。

それに、日中の蝉時雨は暑い

けれども、月半ばを過ぎると

朝方は流石に秋を感じる。

十五日は終戦記念日。六日

の八時過ぎずiヒ東の空にイナヅ
マのような閃光を見た。原爆

の恐ろしさ、戦争の悲惨さを

若い人たちに正しく伝えねば

なるまし~十三日から月遅れ

のお盆に入る J ど、先相様の供

養を怠ってはならなし、。真夏

に消耗した精力を取り戻し、

力強くもうひと時ん張りま占ょ

う。 i三伏の幹のlJ，¥さよれけ
やき(Ifl回みヂえ)J。

広報ながはま

お
誕
生
お
め
で
と
う
打

6
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

戸斤

保
護
者
氏
名

石
住
万
亀
男

柿

見

博

志

松

田

裕

之

大

谷

喜

則

森
岡
恒
一

津

井

祐

紀

後
本
健
二

上
田
健
一

期生存壬康ギ安真ふL 麻
太件干希方里-季、、衣

日白/入
7 

岩
本
シ
ゲ
ヨ

村

上

繁

加
藤
米
岡
ハ
ツ
ヱ

福

原

岩

雄

大
山
イ
セ

束

通

頼

高
崎
ミ
ツ
ヱ

矢
野
サ
ト
ミ

増

田

築

鎌
田
ヨ
シ
コ

坂

井

馨

辻
シ
ナ
ヨ

泡

玉

正

普

小
川
マ
チ
ハ

坂

本

丸

作

洋
輔

昌
一
編
集

記
豆

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

八
月
に
入
り
、
暑
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
し
で

し
ょ
う
か
?
私
は
、
大
好
き
な
海
水
浴

に
も
、
ま
だ
一
回
も
(
サ
メ
が
怖
い
の

で
は
:
・
)
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
今
年

は
、
あ
ま
り
H
焼
け
も
し
て
い
ま
せ
ん

(
遠
く
の
ほ
う
か
ら
「
ど
こ
が
白
い
!
」

と
い
う
声
が
・
:
)
。
台
風
九
・
十
号
の

上
陸
後
は
、
よ
り
一
層
暑
く
な
り
、
過

ご
し
に
く
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
炎
天

下
で
頑
張
る
甲
子
園
球
児
に
負
け
な
い

よ
う
お
互
い
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
(
い
)

訂
正
:
・
本
誌
7
月
号
7
ペ
ー
ジ
の

一
歳
で
す
ゴ
ン
ニ
チ
ハ
の
文
中
、

玉
井
有
忠
誌
は
智
絵
美
の
誤
り
で

し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
c

数

人口をふやしましょう

6月末現在 吉IJ月との比較

11，061人 21 Ai;'x 

人口 男5，175人) (男 9人減)
女5，886人 女児人減

ト一一 一一一一一
世帯数 3，719世帯 31止帯j成

帯世口人


